
令和元年12月定例会

一般質問 市政を問う
　定例会では12月５日、６日に一般質問が行われ、12人の議員が質問に立ちました。
　その主な内容を、紙面の都合上、１人２項目以内に要約して掲載しました。
　発言内容は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

詳細な内容は、三原市ホームページで閲覧できますのでご覧ください。
（公開までには、議会終了後おおむね３カ月を要します。）

会議録検索HPアドレス http://www.city.mihara.hiroshima.jp → 市議会 映像ライブラリー
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問
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
と

公
正
な
労
働
基
準
を
確
保
す

る
た
め
の
公
契
約
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
問
う
。

答
公
契
約
条
例
は
、
契
約

の
条
項
に
労
働
者
の
賃
金
等

の
労
働
条
件
の
最
低
基
準
を

定
め
る
労
働
条
項
を
盛
り
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
正
な

労
働
条
件
を
確
保
す
る
も
の

で
、
公
共
事
業
の
現
場
で
働

く
労
働
者
に
は
、
最
低
賃
金

法
で
定
め
る
額
を
上
回
る
基

準
を
受
注
者
等
に
義
務
付
け

る
も
の
で
あ
る
。

　

本
市
の
測
量
設
計
業
務
や

清
掃
・
設
備
保
守
管
理
等
の

委
託
業
務
は
主
に
指
名
競
争

入
札
で
、
工
事
請
負
に
つ
い

て
は
条
件
付
一
般
競
争
入
札

で
落
札
者
を
決
定
し
て
い

る
。
工
事
請
負
、
測
量
設
計

業
務
等
の
入
札
予
定
価
格
の

う
ち
、
労
務
単
価
は
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
金
額
で

積
算
し
、
７
年
連
続
で
引
き

上
げ
ら
れ
、
安
全
な
施
工
確

保
の
面
か
ら
も
適
正
に
算
出

し
て
い
る
。

　

入
札
契
約
制
度
の
改
正

も
、
最
低
制
限
価
格
制
度
、

低
入
札
価
格
調
査
制
度
等
を

中
央
工
事
契
約
制
度
運
用
連

絡
協
議
会
モ
デ
ル
の
改
正
内

容
に
準
じ
て
掛
け
率
の
引
き

上
げ
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
６
月
に
は
担
い

手
３
法
が
改
正
さ
れ
、
働
き

方
改
革
を
一
層
進
め
る
た
め

の
新
た
な
制
度
、
枠
組
み
も

構
築
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

本
市
に
お
け
る
労
働
者
の
環

境
に
注
視
し
、
公
契
約
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
他
都
市
の
動
向
を
参
考

に
検
討
し
て
い
く
。

問
委
託
業
者
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
価
格
の
み
を
落
札

基
準
と
せ
ず
、
社
会
的
価
値

に
配
慮
し
た
落
札
基
準
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

答
価
格
の
み
を
落
札
基
準

と
し
な
い
契
約
方
法
と
し

て
、
総
合
評
価
方
式
に
よ
る

入
札
や
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
る
随
意
契
約
が
あ
る
。

　

本
市
は
総
合
評
価
方
式
の

入
札
制
度
を
導
入
し
て
お

り
、
技
術
的
要
件
等
を
設
定

し
、
同
様
の
事
業
実
績
数
、

配
置
予
定
技
術
者
、
建
設
業

労
働
災
害
防
止
協
会
へ
の
加

入
状
況
、
工
事
成
績
な
ど
を

加
算
し
、
落
札
者
を
決
定
し

て
い
る
。
建
設
工
事
競
争
入

札
参
加
資
格
の
ラ
ン
ク
付
け

の
評
価
点
と
し
て
、
障
が
い

者
や
女
性
技
術
職
員
を
雇
用

し
て
い
る
場
合
、
加
算
し
て

い
る
。

■
こ
の
他
の
質
問
事
項

● 

道
徳
教
育
の
教
科
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

公契約法・公契約条例による地域の経済の活性化

公
契
約
条
例
の
制
定
と

入
札
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

高た
か

木き 

武た
け

子こ 

議
員
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一　　般　　質　　問

育
て
、
教
育
等
の
支
援
策
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
。
新
規

雇
用
者
数
は
、
約
１
０
０
０

名
余
り
を
予
定
さ
れ
て
い

る
。
中
学
生
や
高
校
生
等
の

若
年
層
と
そ
の
保
護
者
に

「
三
原
に
住
み
た
い
、
市
内

の
企
業
に
就
職
さ
せ
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
特
に
子
育
て

や
女
性
が
働
き
や
す
い
取
り

組
み
へ
の
新
た
な
支
援
策
を

検
討
す
る
。

問
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い

て
、
一
般
県
道
三
原
本
郷
線

は
、
災
害
復
旧
工
事
な
ど
の

影
響
で
遅
れ
て
い
る
が
、
進

捗
状
況
を
問
う
。

答
本
郷
産
業
団
地
が
完
成

し
、
操
業
を
開
始
す
れ
ば
交

通
量
も
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
早
期
に
完
成
す

る
よ
う
県
へ
強
く
要
望
す

る
。

公
道
の
除
草
に
つ
い
て

問
本
市
が
移
譲
を
受
け
て

い
る
県
道
の
除
草
に
つ
い

て
、
関
わ
る
人
の
高
齢
化
や

夏
場
気
温
の
上
昇
に
よ
る
作

業
環
境
の
悪
化
な
ど
で
人
材

が
不
足
し
て
い
る
。
防
草
コ

ン
ク
リ
ー
ト
や
除
草
剤
を
使

用
で
き
る
箇
所
に
つ
い
て
検

討
し
て
は
ど
う
か
。
予
算
の

拡
充
と
人
材
の
確
保
に
つ
い

て
ど
う
取
り
組
む
か
。

答
除
草
後
わ
ず
か
な
期
間

で
雑
草
が
伸
び
通
行
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
。
特
に
通
学

路
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ

と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
初
期

投
資
が
必
要
で
、
除
草
剤
の

使
用
は
環
境
面
や
安
全
面
で

配
慮
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

早
急
に
道
路
管
理
者
で
あ
る

県
と
協
議
を
進
め
る
。

　

道
路
路
肩
周
辺
に
堆
積
す

る
土
砂
は
雑
草
が
繁
茂
す
る

要
因
で
あ
り
、
計
画
的
に
撤

去
す
る
。
こ
の
よ
う
な
対
策

に
は
県
予
算
の
拡
充
を
必
要

と
す
る
の
で
、
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
適
切
な
道
路
維

持
管
理
を
行
う
。

■
こ
の
他
の
質
問
事
項

● 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

● 

特
殊
詐
欺
被
害
の
防
止
に

つ
い
て

問
本
郷
産
業
団
地
整
備
の

進
捗
状
況
な
ら
び
に
、
地
元

雇
用
及
び
定
住
対
策
に
つ
い

て
を
問
う
。

　

西
川
ゴ
ム
工
業
㈱
と
オ
ー

ト
化
学
工
業
㈱
が
操
業
開
始

予
定
を
令
和
４
年
９
月
と
し

て
お
り
、
地
元
雇
用
が
期
待

さ
れ
る
。
定
住
促
進
対
策
と

新
規
雇
用
の
人
数
の
見
込
み

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

答
企
業
誘
致
促
進
本
部
会

議
で
雇
用
確
保
、
移
住
定
住

促
進
等
の
課
題
を
挙
げ
、
住

環
境
や
、
移
住
、
定
住
、
子

問
沼
田
川
下
流
域
の
改
修

計
画
で
激
甚
災
害
対
策
特
別

緊
急
（
激
特
）
事
業
と
整
備

計
画
変
更
素
案
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
事
業
の
エ
リ
ア
に
つ

い
て
問
う
。

答
沼
田
川
水
系
河
川
激
特

事
業
の
実
施
エ
リ
ア
は
、
沼

田
川
で
は
、
七
宝
橋
付
近
か

ら
本
郷
橋
上
流
付
近
、
お
よ

び
船
木
の
亀
津
橋
周
辺
が
対

象
で
、
同
程
度
の
雨
が
降
っ

て
も
再
度
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
緊
急
的
改
修
を
令
和
４

年
度
ま
で
に
実
施
す
る
。
こ

の
改
修
エ
リ
ア
も
含
め
て
、

目
標
流
量
が
安
全
に
流
下
で

き
る
通
常
の
河
川
改
修
を
概

ね
30
年
間
で
整
備
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

　

通
常
の
河
川
整
備
区
域
で

は
引
き
続
き
整
備
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

本
整
備
計
画
の
内
容
が
、

早
期
に
完
成
す
る
よ
う
県
へ

継
続
的
な
働
き
か
け
、
地
域

調
整
等
の
協
力
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問
菅
川
に
は
、
な
ぜ
計
画

河
床
を
示
す
実
線
が
な
い
の

か
を
問
う
。

　

ま
た
、
菅
川
の
決
壊
は
、

山
陽
本
線
と
の
交
差
部
と
下

古
川
の
ア
ン
ダ
ー
構
造
に
も

起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
う
判
断
し
て
い
る
か

を
問
う
。

答
菅
川
の
破

堤
は
、
県
が
設
け

た
「
今
後
の
水

害
・
土
砂
災
害
対

策
の
あ
り
方
検
討

会
」
で
、「
沼
田

川
本
川
背
水
の
影

響
と
と
も
に
、
JR

橋
梁
に
よ
る
堰
上

げ
に
よ
る
越
水
が

発
生
し
た
」
と
分

析
さ
れ
て
い
る
。

　

菅
川
の
縦
断
図

に
計
画
河
床
を
示

す
実
線
の
記
載
が

な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
沼
田
川
水
系
河
川
激

特
事
業
に
よ
り
沼
田
川
本
川

の
水
位
を
下
げ
る
こ
と
、
及

び
菅
川
の
堤
防
嵩
上
げ
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
菅
川
の
河
床
掘
削
を

行
う
こ
と
な
く
現
況
河
床
で

目
標
流
量
が
流
下
可
能
に
な

る
こ
と
か
ら
、
計
画
河
床
を

表
す
実
線
の
記
載
は
な
い
。

問
他
の
支
川
の
整
備
に
つ

い
て
問
う
。

答
激
特
事
業
は
４
年
度
ま

で
に
、
そ
れ
以
外
の
整
備
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
区
間

に
つ
い
て
も
、
計
画
の
対
象

期
間
が
概
ね
30
年
間
と
さ
れ

て
い
る
。

本
郷
産
業
団
地
に
つ
い
て

陶す
え　

 

範の
り

昭あ
き 

議
員

二
級
河
川
沼
田
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
変
更

素
案
に
対
す
る
市
の
考
え
方
に
つ
い
て

伊い

藤と
う 

勝か
つ

也や 

議
員

寄り砂・流木の残る沼田川

本郷産業団地の造成状況
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一　　般　　質　　問

て
、
子
ど
も
た
ち
の
理
科
や

科
学
の
学
習
意
欲
の
育
成
に

活
用
で
き
な
い
か
。

答
先
般
、
木
原
小
学
校
と

幸
崎
中
学
校
に
寄
贈
い
た
だ

き
、
飼
育
が
始
ま
っ
た
。

　

両
校
の
実
践
の
経
過
を
把

握
し
な
が
ら
、
教
材
と
し
て

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

問
宇
宙
に
関
す
る
講
演
や

子
ど
も
た
ち
の
飼
育
発
表
な

ど
を
行
う
宇
宙
メ
ダ
カ
研
究

会
全
国
大
会
を
、
本
市
に
も

誘
致
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
宇
宙
メ
ダ
カ
研

究
会
関
西
支
部
の
方
か
ら
情

報
を
取
り
な
が
ら
調
整
を

図
っ
て
い
る
。

問
「
宇
宙
メ
ダ
カ
」
を
、

新
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー
で
飼
育

し
、
市
民
に
見
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答
ロ
ビ
ー
へ
の
設
置
や
展

示
は
他
に
も
要
望
が
あ
り
、

ま
た
生
物
の
維
持
管
理
は
現

状
で
は
困
難
で
あ
る
。

ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
活

性
化
の
方
策
に
つ
い
て

問
西
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
幅
広
い
世
代
が
活
躍
す
る

場
」
で
あ
る
。
老
人
大
学
が
こ

こ
に
移
転
す
る
が
、
幅
広
い
世

代
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
、
名

称
を
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

答
移
転
を
機
に
、来
年
度
か

ら
の
大
学
運
営
に
つ
い
て
見
直

し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

名
称
変
更
も
検
討
中
で
あ
る
。

問
西
館
に
は
、
老
人
大
学

と
児
童
館
が
同
居
す
る
。
施

設
の
利
点
を
活
か
し
て
、
シ

ニ
ア
と
子
ど
も
た
ち
が
触
れ

合
え
る
場
の
提
供
や
取
り
組

み
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
世
代
間
交
流
は
双
方
に

有
益
で
あ
り
、
関
係
者
の
意

向
を
把
握
し
、
交
流
事
業
の

た
め
の
連
携
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
１
階
は
民
間
テ
ナ
ン
ト

を
誘
致
予
定
で
あ
る
が
、
に

ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
休

憩
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

は
で
き
な
い
の
か
。

答
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な

が
る
テ
ナ
ン
ト
を
求
め
て
い

く
と
と
も
に
、
休
憩
・
交
流

機
能
の
民
間
提
案
も
含
め
、

よ
り
良
い
活
用
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

問
三
原
市
立
小
・
中
学
校

の
学
力
水
準
は
、
県
内
で
ど

の
位
の
レ
ベ
ル
な
の
か
。

答
小
学
校
６
年
生
と
中
学

校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で

は
、
小
学
校
が
県
平
均
レ
ベ

ル
、
中
学
校
が
県
平
均
を
下

回
る
結
果
だ
っ
た
。

問
寄
贈
さ
れ
た
「
宇
宙
メ

ダ
カ
」
を
教
育
資
材
と
し

問
文
化
財
保
護
の
た
め
、

維
持
管
理
件
数
及
び
費
用
は

い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
か
。

答
平
成
30
年
度
の
維
持
管

理
件
数
は
20
件
に
対
し
、
費

用
は
約
９
１
７
万
円
。

問
高
山
城
跡
・
新
高
山
城

跡
な
ど
の
国
史
跡
の
維
持
管

理
は
誰
が
す
る
の
か
。
ま
た

三
太
刀
遺
跡
の
出
土
品
や
看

板
設
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
小
早
川
氏
城
跡
（
三
原

城
跡
・
新
高
山
城
跡
・
高
山

城
跡
）、
御
年
代
古
墳
、
横

見
廃
寺
跡
の
３
つ
の
国
史
跡

が
あ
り
、
地
元
の
市
民
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
観
光
協

会
の
協
力
に
よ
り
、
市
が
維

持
管
理
し
て
い
る
。

　
三
太
刀
遺
跡
は
、
東
本
通

８
号
公
園
の
整
備
に
伴
い
、

紹
介
す
る
看
板
な
ど
を
設
置

す
る
予
定
。
発
掘
調
査
さ
れ

た
市
内
の
出
土
品
を
展
示
す

る
遺
跡
展
を
令
和
４
年
度

ま
で
の
開
催
を
目
指

し
、計
画
し
て
い
る
。

問
新
高
山
城
跡
の

ト
イ
レ
設
置
は
27
年

12
月
議
会
で
、
市
は

次
年
度
設
置
で
き
る

よ
う
文
化
庁
に
要
望

し
、
早
期
に
実
現
で

き
る
よ
う
努
め
る
と

答
弁
さ
れ
た
が
、
４

年
た
っ
て
も
で
き
な

い
の
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。

答
現
在
に
至
る
ま

で
新
高
山
城
跡
の
ト
イ
レ
設

置
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
、
反
省
し
て
い
る
。

設
置
に
つ
い
て
は
早
急
に
地

元
保
存
会
と
連
携
し
て
、
文

化
庁
と
精
力
的
に
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の

支
援
に
つ
い
て

問
本
市
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
現
状
は
ど
う
か
。

答
10
月
末
現
在
の
児
童
扶

養
手
当
受
給
対
象
は
７
０
７

世
帯
で
、
31
年
度
現
況
届
出

世
帯
の
平
均
収
入
は
お
お
よ

そ
２
２
０
万
円
で
あ
る
。

問
ひ
と
り
親
家
庭
が
自
立

す
る
た
め
の
養
育
費
の
確
保

に
つ
い
て
、
約
75
％
の
５
３

５
世
帯
は
養
育
費
を
受
け

と
っ
て
い
な
い
。
特
に
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
は
大
変
で
あ

り
、
本
市
は
率
先
し
て
支
援

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
近
年
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
自
立
支
援
に
向
け
て
、

養
育
費
を
確
実
に
受
け
取
る

支
援
を
積
極
的
に
取
り
組
む

先
進
自
治
体
も
出
て
い
る
の

で
、
検
討
し
て
い
く
。

「
宇
宙
メ
ダ
カ
」の
学
校
教
育
と
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
へ
の
活
用
に
つ
い
て

田た

中な
か 

裕ひ
ろ

規き 

議
員

本
市
の
史
跡
・
文
化
財
な
ど
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

宮み
や

垣が
き 

秀ひ
で

正ま
さ 

議
員

新高山・高山城跡

宇宙メダカとは、1994年に向井千秋さんとスペースシャトルで
宇宙に行き、宇宙でふ化したメダカの子孫のことです。
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一　　般　　質　　問

い
か
。

答
❶
公
共
交
通
は
街
づ
く

り
の
土
台
、
基
盤
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
❷
利
用
者
の
低

迷
か
ら
路
線
廃
止
や
減
便
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
検
証
や
、
分
か

り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
。
バ
ス
停
の
整
備
は
事
業

者
と
本
市
で
協
議
を
し
、
で

き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
き

た
い
。
❸
バ
ス
事
業
者
が
４

割
程
度
の
通
学
割
引
を
実
施

し
て
お
り
、
本
市
の
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
つ
い
て

問
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て
本
市
と
し
て
計
画
を

策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
習
支
援
は
中
学
校
区
ご
と

で
実
施
し
、
小
学
生
も
対
象

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

低
所
得
世
帯
へ
の
水
道
料

金
の
福
祉
減
免
の
実
施
、
就

学
援
助
制
度
の
周
知
、
保
護

者
の
就
労
支
援
で
は
正
社
員

化
へ
の
支
援
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
来
年
度
か
ら
の
「
み
は

ら
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
の

中
で
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

も
含
め
て
策
定
す
る
。
学
習

支
援
場
所
を
中
学
校
区
ご
と

に
増
や
す
の
は
困
難
だ
が
、

対
象
を
小
学
生
に
も
広
げ
た

い
。
就
学
援
助
の
さ
ら
な
る

周
知
を
図
る
。
県
内
で
は
福

祉
減
免
を
実
施
す
る
自
治
体

は
少
な
く
、
制
度
創
設
は
考

え
て
い
な
い
。
ひ
と
り
親
の

就
労
支
援
は
喫
緊
の
課
題
と

捉
え
て
い
る
。

■
こ
の
他
の
質
問
事
項

● 

国
保
税
の
全
世
帯
引
き

下
げ
を
。

問
本
市
が
実
施
し
た
市
民

満
足
度
調
査
で
、
交
通
の
便

が
良
く
な
い
こ
と
が
「
住
み

に
く
さ
」
の
２
位
と
な
り
、

久
井
地
区
・
大
和
地
区
で
は

１
位
と
な
っ
て
い
る
。
３
点

に
つ
い
て
問
う
。
❶
公
共
交

通
の
整
備
を
街
づ
く
り
の
土

台
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
❷
路
線
バ
ス
の
不
便
さ

解
消
へ
、
市
民
・
行
政
・
バ

ス
事
業
者
・
専
門
家
が
一
体

的
な
取
り
組
み
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
路
線
バ
ス
へ
の

利
用
者
の
不
満
と
し
て
、
バ

ス
の
便
数
が
少
な
い
・
バ
ス

停
が
遠
い
・
行
き
た
い

と
こ
ろ
へ
路
線
が
な

い
・
運
賃
が
高
い
・
停

留
所
に
椅
子
や
雨
よ
け

が
な
い
・
な
ど
が
出
て

い
る
。
改
善
が
必
要
で

は
な
い
か
。
❸
高
校
生

の
中
に
は
バ
ス
の
定
期

代
が
半
年
で
20
万
円
も

の
負
担
と
な
る
人
も
お

り
、
本
市
独
自
の
補
助

を
実
施
す
べ
き
で
は
な

問
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
罹

患
者
は
毎
年
増
え
て
い
る
。

何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

が
あ
る
場
合
、
他
の
ア
レ
ル

ギ
ー
を
併
せ
持
つ
場
合
が
多

い
。
箕
面
市
は
、
特
定
原
材

料
７
品
目
を
基
本
的
に
使
わ

な
い
低
ア
レ
ル
ゲ
ン
給
食
に

変
更
し
た
。
本
市
の
状
況
を

問
う
。

❶
本
市
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
児
童
生
徒
の
人
数
は

❷
調
理
・
配
膳
の
注
意
は

❸
教
職
員
へ
の
研
修
は

❹
事
故
に
な
り
か
け
た
事
例

は
あ
る
の
か

答
❶
児
童
１
９
６
人
（
４

・
５
％
）、
生
徒
61
人
（
３

％
）。
除
去
対
応
し
て
い
る

人
数
は
児
童
１
２
０
人
、
生

徒
35
人
。

❷
調
理
の
場
所
・
器
具
等
区

別
し
、
個
人
ご
と
の
ラ
ン
チ

ボ
ッ
ク
ス
で
届
け
て
い
る
。

❸
給
食
調
理
員
・
学
校
管
理

職
・
養
護
教
諭
等
に
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

❹
代
替
食
と
し
て
弁
当
を
持

参
し
た
児
童
に
ス
ー
プ
が
配

膳
さ
れ
少
量
口
に
し
た
等
の

事
例
が
毎
年
数
件
発
生
し
て

い
る
。

問
箕
面
市
で
は
児
童
生
徒

が
学
校
生
活
の
中
で
一
緒

に
、
極
め
て
安
全
で
楽
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
低
ア
レ
ル

ゲ
ン
献
立
に
変
更
し
た
と
い

う
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
子
ど
も
達
の
保
護
者
の

「
み
ん
な
で
同
じ
物
を
食
べ

さ
せ
た
い
」
等
の
声
を
ど
う

受
け
止
め
る
の
か
を
問
う
。

答
思
い
は
同
じ
な
の
で
、

導
入
に
向
け
て
は
前
向
き
に

検
討
す
る
。

新
地
方
公
会
計
制
度

に
基
づ
く
財
務
書
類

の
活
用
に
つ
い
て

問
今
後
、
少
子
高
齢
化
で

税
収
も
減
少
し
て
い
く
中
、

必
要
な
施
策
を
選
択
し
実
施

し
て
い
く
た
め
に
は
財
政
的

な
分
析
と
予
測
が
大
変
重
要

に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
の
た
め
に
財
務
書
類
を

ど
の
様
に
活
用
し
て
い
く
か

を
問
う
。

答
本
市
の
現
状
は
、
財
務

会
計
シ
ス
テ
ム
の
関
係
上
全

て
の
歳
入
歳
出
伝
票
を
期
末

で
一
括
複
式
仕
訳
し
て
い
る

の
で
、
事
業
別
・
施
設
別
に

細
分
化
で
き
ず
事
業
評
価
や

政
策
評
価
に
活
用
で
き
な

い
。
ま
た
、
財
務
書
類
が
予

算
編
成
ま
で
に
作
成
で
き
な

い
課
題
が
あ
る
。
今
後
は
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
変
更
と

合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

利
用
し
や
す
い
路
線
バ
ス
へ

寺て
ら

田だ 

元も
と

子こ 

議
員

学
校
給
食
を
低
ア
レ
ル
ゲ
ン
献
立
に

変
更
し
て
は

萩は
ぎ　

 

由ゆ

美み

子こ 

議
員

増便の要望が多い路線バス

特
定
原
材
料
７
品
目
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